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平成29年度腎疾患対策国家予算について

計 １億円
○ 腎疾患対策の推進
慢性腎臓病（ＣＫＤ）に関する診断・治療法の研究開発を推進する。

また、都道府県において、ＣＫＤに関する連絡協議会の設置、研修の
実施、正しい知識の普及啓発等を行う。

・慢性腎臓病（ＣＫＤ）特別対策事業 １０百万円
ＣＫＤ対策を推進するため、都道府県において連絡協議会

の設置、研修の実施、正しい知識の普及啓発等を実施する。
（補助先）都道府県、政令指定都市、中核市

平成28年度は36自治体で実施
（補助率）１／２

・腎疾患対策費 ３百万円
我が国における腎疾患患者は、年々増加傾向にあり、新規透析導入患者等腎疾患患者の重症

化を早期に防止することが急務となっていることから、腎疾患に関するシンポジウム等開催
し、広く国民に対して、重症化予防等に関する情報提供を呼びかける等正しい知識の普及啓発
を行う。

・腎疾患実用化研究事業（AMED） ８７百万円
腎機能異常の早期発見・早期治療により重症化を予防し、新規透析導入患者数を減少させる

ため、エビデンスに基づくガイドラインの作成・更新、病態の解明及び治療法開発に係る研究
を行う。
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「慢性腎臓病（ＣＫＤ）特別対策事業」 （平成２１年度より実施）

【概要】
地域における講演会等の開催や医療関係者を対象とした研修等を実施するこ

とにより、広くＣＫＤに関する正しい知識の普及、ＣＫＤ対策に必要な人材の育成
等を図る。

【実施主体】 都道府県

【実施事業】

① 患者等一般向けの講演会等の開催
② 病院や診療所等の医療関係者を対象とした研修の実施
③ ＣＫＤ診療に関わる医療機関情報の収集と提供

【実績など】
平成21年度は 9自治体で実施。 平成24年度は28自治体で実施。

平成22年度は17自治体で実施。 平成25～26年度は32自治体で実施。

平成23年度は24自治体で実施。 平成27年度以降は36自治体で実施。
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一般市民に向けた腎疾患啓発活動実績
日本慢性腎臓病対策協議会と連携した慢性腎臓病

（CKD)啓発イベント
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腎疾患啓発イベント数と実施される都道府県数は増加したが、
まだイベントが行われない都道府県もある。
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大阪慢性腎臓病対策協議会(O-CKDI)について

大阪府慢性腎臓病対策協議会（O-CKDI）は、大阪府における慢性腎臓病
（CKD）啓発を進めたいと考え、腎臓専門医が集まり発足させた組織です。

【私たちの思い】
CKD対策への支援を行うことで大阪府民の健康寿命に寄与したい。

大阪府に在住するすべての方々へのCKDの疾患啓発を行い、早期発見
・早期治療の更なる浸透を目指し腎臓病の重症化予防に取り組みます。

≪３つの見える化の支援を考える≫

●府民の皆様から医療者のCKD対策が見える
●かかりつけ医から専門医のCKD対策が見える
●行政・保健師とCKD対策の連携が見える

具体的達成イメージ・・・★健診受診率の向上
★医療費適正化の支援
★透析導入の遅延 5



大阪府ホームページ http://www.pref.osaka.lg.jp/annai/moyo/detail.php?recid=17243

毎年3月第2木曜日は、

『世界腎臓DAY』です。
本年は3月11日（土）に、
ディアモール大阪にてイベントを行います。
・街頭キャンペーン
・専門医によるミニレクチャー
・健康相談など
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世話人
＋
行政

（大阪府）
＋
行政

（富田林市）
＋

各医師会
＋

薬剤師会
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世話人
＋
行政

（大阪府）
＋
行政

（高槻市）
＋

高槻市医師会
＋

栄養士・看護師

Quality 8



熊本市における普及啓発活動の例
① 啓発 ・啓発媒体、各種イベント、講演会、HPなど啓発

② 特定健診受診率向上への取り組み
・特定健診実施機関からの未受診者への受診勧奨（国保実績：約51万件）
・国保特定健診受診案内様式変更（腎機能注意書追加）

③ 腎機能評価のためのeGFR値算出促進
・特定健診の個人結果通知にeGFR値を記載する旨、 各衛生検査所への働きかけ

（8箇所中8箇所）

競輪場でのイベント 動物園でのイベントバスカード
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■啓発
ＣＫＤの認知度
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「普及啓発」の現状のまとめ

①地域により差はあるものの、実施件数は
増加していると推測されるが、全体像は把
握されていない。

②市民やメディカルスタッフを含む医療関
係者だけでなく、行政への普及も進みつつ
ある。

③開催場所、対象者、活動内容等は主催
者の判断に任されているケースが多い。

11



「普及啓発」の課題

①好事例をさらに広げる必要がある。

②地域の実情に応じて、より効果的・効率的
な普及啓発活動が必要。

③対象に応じた普及啓発内容の指針が存在
しない。

④活動の効果の評価がなされていない。
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